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お施主様や施工者様への安全性に優れています。そして環境に
対する安全性にも優れています。

極めて高い安全性により、ヒアリ駆除用としては唯一、米国環境保護庁
（ＥＰＡ）の低リスク殺虫剤（ＲＲＰ）に指定されています。

適用害虫： ヒアリ　アルゼンチンアリ　イエヒメアリ
クロヤマアリ　クロオオアリ　トビイロケアリ 
オオズアリ　他

● ヒアリやアルゼンチンアリにも効果があります（特定外来生物）。
● 毒物および劇物取締法の「毒物」「劇物」どちらにも該当しません。
● 米国環境保護庁（EPA）において、環境に対する高い安全性が評価されています。
● ジェルタイプで喫食性が高く、優れた効果が期待できます。
● 高い伝播性で、巣全体の駆除効果が期待できます。
　　※幼虫・さなぎ・成虫のすべての段階に効果があります。

RRPとはアメリカの環境保護庁
（EPA）の基準をクリアした、非常に
安全性が高い殺虫剤、殺菌剤、除草
剤等の総称です。

RRPってどういうものなのかしら？

EPA（Environmental Protection Agency）は、アメリカ国民の
健康保護と環境保護のために設立された政府機関です。  
（www.epa.gov） 日本でいえば厚生労働省と環境省と農林水
産省を合わせた機能を持っています。
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シンジェンタはグッドグロースプランを通じて持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

ご使用にあたっては、説明文書を必ずお読みください。

!

製品の
詳細情報は
こちら ▼

● ＥＰＡの殺虫剤安全基準をクリアーしていること
● 人の健康に対して影響が低いこと
● 対象外のいきものに対して毒性が低いこと
　（例えば、ほ乳類、鳥類、魚類、植物）
● 地下水汚染の可能性が低いこと
● 低濃度かつ少ない使用頻度で防除できること
● 薬剤抵抗性*が現れる可能性が低いこと
● 総合的病害虫管理（ＩＰＭ**）に適合していること

ＲＲＰとして認められるための条件ＲＲＰとして認められるための条件

* 薬剤抵抗性：害虫に薬剤が効きにくくなることです。
**ＩＰＭ：Integrated Pest Management = 病害虫の予防・駆除・ 確認を組み合わせて行い、病害虫の発生を最小限に抑える方法。
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